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Ｅ
Ｕ
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

連
合
）
の
悲
劇
は
、
こ

れ
ら
の
国
の
や
っ
て

き
た
本
来
は
当
た
り

前
の
政
策
が
、
統
合
の

結
果
行
え
な
い
こ
と

に
起
因
す
る
。
Ｅ
Ｕ
の

圏
内
で
は
関
税
を
な
く
し
、
通
貨
を

統
合
し
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
帰
結

が
ど
の
よ
う
な
状
態
で
あ
る
か
が
分

か
る
。

　

今
、
何
が
起
き
て
い
る
の
か
。
各

国
は
通
貨
の
切
り
下
げ
な
ど
金
融
緩

和
や
財
政
出
動
が
行
え
な
い
。
独
自

の
産
業
政
策
が
不
可
能
に
な
っ
た
。

経
済
の
自
立
を
失
い
、
国
家
主
権
さ

え
失
っ
て
い
る
よ
う
な
状
況
で
あ

り
、
こ
れ
は
完
全
な
失
敗
で
あ
り
、

今
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
死
に
瀕
し
て
い

る
。
ユ
ー
ロ
の
導
入
は
、
歴
史
上
最

悪
の
誤
り
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。

　

Ｅ
Ｕ
は
本
来
、
米
英
流
の
グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
城
壁
と

し
て
の
役
割
を
期
待
さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
が
皮
肉
に
も
ま
っ
た
く
逆
の
方

向
に
進
ん
で
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
起

き
て
い
る
の
は
、
隣
同
士
で
お
互
い

を
つ
ぶ
し
合
う
「
戦
争
」
と
な
っ
た
。

唯
一
の
勝
者
は
ド
イ
ツ
。
ユ
ー
ロ
安

に
よ
っ
て
ド
イ
ツ
の
輸
出
産
業
は
大

い
に
潤
っ
た
。
Ｅ
Ｕ
の
他
の
国
々
、

殊
に
経
済
危
機
に
瀕
し
た
国
々
を
低

賃
金
で
下
請
け
の
よ
う
に
使
い
、
貿

易
収
支
も
大
き
く
黒
字
と
い
う
。

　

ド
イ
ツ
以
外
の
国
々
で
は
、経
済
、

特
に
製
造
業
な
ど
の
産
業
が
破
壊
さ

れ
つ
つ
あ
る
。
通
貨
政
策
の
自
由
を

失
い
、
し
か
も
緊
縮
財
政
を
強
い
ら

れ
る
中
で
、
手
の
打
ち
よ
う
が
な
い

状
態
と
い
う
。

　

日
本
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
加
わ
れ
ば
、
似

た
よ
う
な
状
況
が
起
こ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
時
、
日
本
は
ド

イ
ツ
の
よ
う
な
状
況
に
な
る
で
あ
ろ

う
か
。
そ
れ
と
も
「
そ
の
他
の
国
」

に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。�

　
（
Ｏ
）

　

昨
年
12
月
6
日
、自
民
・
公
明
は
国

民
の
反
対
、ま
た
廃
案
を
求
め
る
声

を
無
視
し
、特
定
秘
密
保
護
法
を
強

行
的
に
可
決
・
成
立
さ
せ
ま
し
た
。

　

ご
存
知
の
よ
う
に
、こ
の
法
律
は

憲
法
が
保
障
す
る
国
民
の
知
る
権
利

を
著
し
く
抑
制
し
、基
本
的
人
権（
医

療
の
分
野
で
は
患
者
の
病
歴
な
ど
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が「
適
正
評
価
」の
名

の
も
と
侵
害
さ
れ
る
恐
れ
あ
り
）を

蹂
躙
す
る
と
い
う
、修
正
し
よ
う
の

な
い
欠
陥
を
持
っ
て
い
ま
す
。

特
定
秘
密
保
護
法
は
廃
止
を
！

　

協
会
は
今
後
も
取
り
組
み
を
強
め
ま
す

　

同
法
の
実
施
は
、医
師
・
歯
科
医
師

の
守
秘
義
務
に
大
き
く
影
響
す
る
も

の
で
あ
り
、人
権
侵
害
に
加
担
さ
せ

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、日
本
が
ア
メ
リ
カ
と
一
緒
に

海
外
で
戦
争
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
の
法
律
で
も
あ
り
、憲
法
の
平
和

原
則
に
も
抵
触
し
か
ね
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、協
会
は
日
本

国
憲
法
の
根
本
原
則
に
反
す
る
同
法

の
実
施
阻
止
、廃
止
に
向
け
て
今
後
も

取
り
組
み
を
強
め
て
い
き
ま
す
。

医の眼、
 歯科の眼

に
お
い
て
特
定
除
外
制
度
を
見
直
す

こ
と
な
ど
。②
外
来
医
療
に
つ
い
て

は
、主
治
医
機
能
を
評
価
す
る
と
い
う

点
か
ら
、複
数
の
慢
性
疾
患（
高
血
圧

症
、糖
尿
病
等
）を
有
す
る
患
者
に
対

し
、継
続
的
な
医
療
を
行
う
こ
と
を
評

価
し
た
地
域
包
括
診
療
料
の
新
設
な

ど
。③
在
宅
医
療
に
つ
い
て
は
、機
能

強
化
型
等
の
在
支
診
お
よ
び
在
支
病

の
評
価
の
見
直
し
、訪
問
診
療
料
の
要

件
の
厳
格
化
、在
宅
歯
科
医
療
の
推
進

な
ど
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、う
が
い
薬
の
み
の
処
方
を
保

険
給
付
の
対
象
外
と
す
る
な
ど
、保
険

給
付
範
囲
の
縮
小
も
盛
り
込
ま
れ
て

い
ま
す
。社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
の

本
質
は
、国
の
社
会
保
障
へ
の
責
任
を

後
退
さ
せ
、「
自
己
責
任
」を
基
本
と
す

る
も
の
で
、「
消
費
税
増
税
か
給
付
削

減
か
」を
国
民
に
迫
る
も
の
で
す
。

　

協
会
は
別
掲
の
新
点
数
検
討
会
を

開
催
す
る
と
と
も
に
、4
月
か
ら
の
消

費
税
率
引
き
上
げ
中
止
、患
者
窓
口
負

担
の
大
幅
軽
減
と
診
療
報
酬
の
改
善

を
引
き
続
き
求
め
て
い
き
ま
す
。

か
ら
市
町
村
事
業
に
移
行
さ
せ
る
な

ど
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
ま
す
。国
民

に
と
っ
て
は
一
層
の
負
担
増
と
な

る
、「
改
悪
」の
内
容
ば
か
り
で
す
。

　

ま
た
、安
倍
内
閣
は
消
費
税
10
％
の

う
ち
1
％
分
の
2
・
8
兆
円
を「
社
会

保
障
の
充
実
」に
使
う
と
し
て
い
ま
す

が
、同
法
の「
改
悪
」メ
ニ
ュ
ー
に
よ
る

負
担
増
と
給
付
削
減
の
総
額
は
約
3
・

5
兆
円
と
、政
府
が
充
実
す
る
と
し
て

い
る
額
を
大
き
く
超
え
て
い
ま
す
。国

会
審
議
を
通
じ
て「
社
会
保
障
を
充
実

さ
せ
る
」と
い
う
看
板
が「
ウ
ソ
」で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
3
面
に
関
連
記
事
）

消費税で社会保障
充実は「ウソ」
社会保障プログラム法

　

昨
年
12
月
5
日
、与
党
の
賛
成
多
数

で
可
決
・
成
立
し
た
社
会
保
障
プ
ロ
グ

ラ
ム
法
。同
法
は
社
会
保
障
と
税
一
体

改
革
の
全
体
像
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

定
め
た
も
の
で
、医
療
や
介
護
、年
金

な
ど
の「
改
革
」時
期
・
内
容
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

医
療
分
野
で
は
70
～
74
歳
の
窓
口

負
担
の
2
割
へ
の
引
き
上
げ（
法
改

正
不
要
）な
ど
。ま
た
、介
護
保
険
で

は
要
支
援
1
お
よ
び
2
の
該
当
者
の

訪
問
介
護
、通
所
介
護
を
保
険
給
付

　

2
0
1
4
年
度
診
療
報
酬
改
定
の
改
定
率
に
つ
い
て
、
昨
年
12
月
20
日
、
田

村
憲
久
厚
労
相
と
麻
生
太
郎
財
務
相
は
、
薬
価
お
よ
び
材
料
価
格
の
引
き
下
げ

分
を
含
め
1
・
26
％
引
き
下
げ
る
一
方
で
、
消
費
税
率
引
き
上
げ
の
対
応
分
と

し
て
1
・
36
％
を
上
乗
せ
し
、
差
し
引
き
プ
ラ
ス
0
・
1
％
と
す
る
こ
と
で
合

意
し
ま
し
た
。
消
費
税
対
応
分
を
除
け
ば
マ
イ
ナ
ス
改
定
で
あ
り
、
容
認
で
き

な
い
内
容
で
す
。�

（
4
面
に
関
連
記
事
）

社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
と
し
て
の

改
定

　

社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
は
、消

費
税
率
を
引
き
上
げ
、そ
れ
を
財
源

と
し
て
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
機
能
強

化
、重
点
化
・
効
率
化
に
取
り
組
み
、

2
0
2
5
年
に
向
け
、医
療
提
供
体

制
の
再
構
築
、地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
構
築
を
図
る
と
し
て
お
り
、

今
次
改
定
は
、そ
の
具
体
化
の
1
つ

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

入
院
医
療
・
外
来
医
療
を
含
め
た

医
療
機
関
の
機
能
分
化
・
強
化
と
連

携
、ま
た
、在
宅
医
療
の
充
実
等
が
重

点
課
題
と
さ
れ
、1
月
29
日
に
開
か

れ
た
中
医
協
で
は
、次
の
よ
う
な
個

別
改
定
項
目
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

①
入
院
医
療
に
つ
い
て
は
、7
対
1

お
よ
び
10
対
1
一
般
入
院
基
本
料
等

2014年度診療報酬改定

実質マイナス改定は容認できない

2面

3面

3面

4面

5面

本号の主な内容
主張「医療を企業家の手にゆだねてはならな
い」／保団連 第46回定期大会開催
プログラム法 負担増メニューがズラリ
診療報酬改定 個別項目について／医科Ｑ＆Ａ
管理栄養士配置 アンケ―ト結果／歯科Ｑ＆Ａ

会員訪問／ 6面  原発よりも命の海を
雇用問題等Ｑ＆Ａ7面

連載企画
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全
体
討
論
で
は
、①
運
動
対
策
、診

療
報
酬
対
策
、審
査
、指
導
、監
査
対

策
、③
研
究
、政
策
、④
経
営
・
税
務
、

病
院
・
有
床
診
対
策
、地
域
医
療
、震

災
対
策
、被
曝
、原
発
、平
和
・
民
主

主
義
、⑤
共
済
、組
織
を
テ
ー
マ
に

1
2
1
の
発
言
通
告
が
出
さ
れ
、各

協
会
・
大
会
代
表
か
ら
の
報
告
、提
案

な
ど
に
基
づ
き
活
発
な
議
論
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
会
か
ら
は「
指
導
・
監
査
・
処
分

改
善
の
た
め
の『
健
康
保
険
法
改
正

研
究
会
』に
対
す
る
保
団
連
の
見
解

は
？
」お
よ
び「
金
属
ア
レ
ル
ギ
ー
を

持
っ
た
患
者
に
対
す
る
補
綴
材
料
の

保
険
適
用
拡
大
を
！
」を
文
書
発
言

と
し
て
提
出
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
社
会
保
障
解
体
、消
費
税

増
税
に
反
対
し
、国
民
の
い
の
ち
と

暮
ら
し
を
守
る
政
治
を
求
め
る
決
議

を
採
択
し
、閉
会
し
ま
し
た
。

医
療
を
守
る
活
動
を
さ
ら
に
大
き
く

保
団
連
第
46
回
大
会

　

1
月
25
日（
土
）、26
日（
日
）の
両

日
、東
京
都
内
に
て
保
団
連
第
46
回

定
期
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。全

国
の
協
会
・
医
会
よ
り
大
会
代
表
な

ど
3
2
9
人
が
出
席
。広
島
か
ら
は

長
谷
憲
理
事
長
、上
田
喜
清
・
数
野
博

両
副
理
事
長
の
3
人
が
大
会
代
表
と

し
て
出
席
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
、①
2
0
1
4
～
2
0
1
5

年
度
活
動
方
針
、②
2
0
1
4
年
度

予
算
、③
次
期
保
団
連
役
員
選
出
な

ど
9
つ
の
議
事
が
執
行
部
よ
り
提
案

（
報
告
）さ
れ
、2
日
間
の
討
論
を
経

て
、全
て
提
案
通
り
採
択（
承
認
）さ

れ
ま
し
た
。ま
た
、住
江
憲
勇
先
生
が

引
き
続
き
会
長
職
を
担
う
こ
と
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

同
法
案
を
徹
底
審
議
の
上
、廃
案
す

る
よ
う
緊
急
要
請
し
ま
し
た
。（
1
、

3
面
に
関
連
記
事
）

　
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
法
案
」は
、「
個
人
の

自
助
を
喚
起
す
る
仕
組
み
を
導
入
」

す
る
と
明
記
し
、「
自
助
・
自
立
の
た

め
の
環
境
整
備
を
推
進
す
る
」と
し

て
、国
民
の
生
存
権
を
保
障
す
る
国

の
責
任
を
放
棄
し
、社
会
保
障
の
理

念
を
変
質
さ
せ
て
い
ま
す
。ま
た
、消

費
税
を
増
税
し
た
上
で
医
療
、介
護
、

年
金
の
給
付
削
減
・
負
担
増
の
日
程

を
押
し
付
け
る
も
の
で
あ
り
、断
じ

て
容
認
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

同
法
案
は
緊
急
要
請
後
の
12
月
5

日（
木
）、与
党
の
賛
成
多
数
に
よ
り

参
議
院
で
可
決
・
成
立
し
ま
し
た
。

プログラム法案

参院での廃案求め
厚労委員に緊急要請

　

昨
年
11
月
、わ
ず
か
5
日
間（
25
時

間
）の
審
議
時
間
で
衆
議
院
を
通
過

し
た「
社
会
保
障
プ
ロ
グ
ラ
ム
法
案
」

に
つ
い
て
、協
会
は
12
月
3
日（
火
）、

「
さ
ら
な
る
負
担
増
・
給
付
削
減
は
国

民
の
い
の
ち
と
健
康
を
脅
か
す
も
の

で
あ
り
、私
た
ち
医
師
・
歯
科
医
師
は

断
じ
て
許
す
こ
と
は
で
き
な
い
」と

し
て
、参
議
院
の
厚
生
労
働
委
員
に

医
療
機
関
の
防
火
体
制
充
実

国
に
報
酬
引
き
上
げ
、財
政
支
援
な
ど
要
請

措
置
及
び
財
政
支
援
に
関
す
る
要
請

書
」（
左
記
）を
、安
倍
晋
三
首
相
、関

係
各
大
臣
お
よ
び
地
元
選
出
国
会
議

員
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

要
請
書
で
は
、国
に
医
療
機
関
防
火

対
策
整
備
に
関
す
る
補
助
金
・
無
利
子

融
資
の
創
設
、有
床
診
療
所
の
診
療
報

酬
引
き
上
げ
な
ど
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、福
岡
県
の
有
床
診
療
所
で

起
き
た
火
災
事
故
の
問
題
に
関
し

て
、協
会
は
12
月
12
日（
木
）、低
診
療

報
酬
の
ま
ま
、診
療
所
や
中
小
病
院

が
防
火
体
制
の
費
用
を
捻
出
す
る
こ

と
は
困
難
と
し
て
、「
診
療
報
酬
上
の

大会代表など329人が出席した定期大会

内閣総理大臣　安倍　晋三　様
厚生労働大臣　田村　憲久　様
財務大臣　　　麻生　太郎　様	 	 	
衆参国会議員　各位		 	 	 	 	

2013年12月12日
広島県保険医協会
理事長　長谷　憲

医療機関の防火体制充実のための診療報酬上の措置及び財政支援に関する要請書

　貴台の国民医療の確保に関するご尽力に敬意を表します。
　さて、2013年10月11 日に福岡の有床診療所において入院患者を含めた10人が死亡す
る火災が起きました。
　大変痛ましい事故であり、火災原因や、多くの方がお亡くなりになられた原因を究
明し、再発防止を図ることは重要です。二度とこのような事故を再発させないためには、
火災の発生を未然に防ぐとともに、万が一火災が発生しても初期段階で鎮火させること
が求められています。
　しかし、長年にわたって診療報酬が低くおさえられてきた結果、有床診療所だけでな
く無床診療所や中小病院においても防火設備の維持・更新のための費用を捻出すること
すら、困難な状況です。全国有床診療所連絡協議会の調査では、回答のあった2160施設
のうち、スプリンクラーを設置していない施設が93.8%、設置が義務化されれば病床の
廃止を検討する施設が25.4%という結果です。
　病院・診療所は、患者の命を守る重要な砦であり、少なくともその構造や設備は安全
で安心なものでなくてはなりません。
　こうしたことから、下記の実現を強く求めるものです。

記

（医療機関の防火対策整備に関する補助金及び無利子融資の創設）
一�．医療機関に新たに防火設備の設置を義務付ける場合は、設置に必要な費用に対する
補助金を創設するとともに、無理のない十分な期間を保障すること。また、これまで
も義務付けられている防火設備の維持や更新を行う費用についても補助金を創設す
ること。
一�、防火設備の設置、維持、更新を行うために必要な費用に対する無利子融資を創設し、
返済を一定期間猶予すること。

（有床診療所の診療報酬引き上げ、加算点数の新設）
一�．有床診療所において夜間複数当直ができるよう、有床診療所入院基本料の引き上げ
又は加算点数を新設するなど、当該費用を担保すること。

パンフ「医療が遠のく。」
ご活用ください

　

会
員
に
は
昨
年
12
月
10
日
号
の
協
会
紙
に
同
封

し
て
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　

院
内
学
習
用
と
し
て
、
ま
た
、
窓
口
に
置
い
て

患
者
さ
ん
に
お
読
み
い
た
だ
く
な
ど
、
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

　

追
加
の
ご
注
文
は
協
会
事
務
局
ま
で
。
無
料
で

お
届
け
し
ま
す
。

主　 張
　1月10日付日本経済新聞は、
政府の規制改革会議の健康・医
療ワーキンググループが9日、
「医師・歯科医師でなくても医療法人
の理事長になることを認めるべき」
との意見で一致したことを報じた。
企業経営の経験者を理事長に登用
できるようにすることで、医療法人
の経営改善につなげることをねら
いとしており、6月にまとめる答申に
盛り込んだうえで、厚生労働省へ「医
療法」改正を求めるとしている。
　医療法人理事長の医師・歯科医師
要件は医療法の根幹である。企業経
営者が理事長になり経営の論理で
医療機関を運営すると、不採算医療
の否定、効率化の追求がなされ、医療
が今とは大きく様変わりしたもの
になるだろう。安倍内閣は規制改革
会議等で、アメリカの制度を手本に
日本の医療制度を変えようとして
いる。※

　アメリカの病院では、管理者は医
師ではなく経営手腕に長けた人で
あり、多くの医療施設が効率的に運
営されている。しかし、アメリカの医
療制度と日本の医療制度は、国民か
らみてどちらが優れているだろう。
世界の評価は圧倒的に日本の制度
だ。国民皆保険制度である今の日本
の医療制度は世界から高く評価さ
れている。病院経営を合理化しよう
として、企業経営の手法を取り入れ
るとどうなるか。まず心配なのは、患
者と医師の関係が信頼関係に基づ

くものからドライな契約に基
づくものに変わり、その結果、
アメリカのように医療訴訟の

頻発、賠償保険料の高騰、医療費の高
騰など悪循環に陥り、医療が庶民か
ら遠いものになりかねないことだ。
　かつて、小泉改革によって医療が
崩壊しかけたその二の舞になるの
ではないかと心配だ。物事はある一
面だけをみて制度を変えると思わ
ぬ副作用が発生する。臨床研修医制
度もそうであった。医局制度の弊害
を改めようとしたが、過疎地から医
師がいなくなり地域医療が崩壊し
かけている。
　医療機関の運営に企業のような
トップダウン方式はそぐわない。医
師・歯科医師を中心とした医療チー
ムが働きやすいようにマネージメ
ントするのが、経営者の仕事ではな
いか。われわれ医療に携わるものは、
企業家向けの制度変更（規制緩和）を
見逃さないようにして医療制度を
守らないといけない。

　※　営利主義が医療を支配したらどう
なるのか？その悲劇と混迷をアメリカ医
療にみる。詳細は『苦悩する市場原理のア
メリカ医療： 日本
の開業医調査団が
みた最新事情』（著
者・編集／全国保険
医団体連合会近畿
ブロックアメリカ
医療視察団・あけび
書房）にて。

医
療
を
企
業
家
の
手
に
ゆ
だ
ね
て
は
な
ら
な
い
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負
担
増
メ
ニ
ュ
ー
が
ズ
ラ
リ

　
具
体
化
を
許
さ
な
い
取
り
組
み
を

（
1
面
関
連
）

つ
改
革
の
根
本
に
は
、憲
法
25
条
に
基

づ
く
社
会
保
障
と
い
う
基
本
的
な
理

念
を
放
棄
し
、「
自
助
・
自
立
」を
基
本

と
す
る
こ
と
を
示
し
た
社
会
保
障
制

度
改
革
推
進
法
が
あ
り
ま
す
。そ
の
も

と
で「
改
革
」を
い
く
ら
進
め
て
も
、社

会
保
障
が
充
実
す
る
ど
こ
ろ
か
、「
消

費
税
増
税
か
」「
給
付
削
減
・
負
担
増

か
」の
二
者
択
一
を
さ
ら
に
迫
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

医
療
分
野
、介
護
分
野
な
ど
の
個
別

の
改
悪
メ
ニ
ュ
ー
の
具
体
化
を
許
さ

な
い
取
り
組
み
を
強
め
る
と
と
も
に
、

社
会
保
障
の
基
本
理
念
を
ゆ
が
め
る

元
凶
の
廃
止
を
求
め
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

医
療
、介
護
分
野
の
主
な
改
革
項

目
は
別
掲
の
通
り
で
す
。医
療
分
野

で
は
、70
～
74
歳
の
窓
口
負
担
引
き

上
げ
で
患
者
負
担
増
は
1
9
0
0
億

円
、受
診
抑
制
は
2
1
0
0
億
円
に
。

外
来
・
入
院
に
関
す
る
給
付
の
見
直
し

に
つ
い
て
は
、入
院
療
養
の
給
食
給
付

を
原
則
自
己
負
担
化
す
る
こ
と
で
、

5
0
0
0
億
円
も
の
患
者
負
担
増
に
。

　

介
護
分
野
で
は
、一
定
以
上
所
得

者
の
利
用
者
負
担
引
き
上
げ（
1
割

か
ら
2
割
へ
）で
利
用
者
負
担
増
が

7
5
0
億
円
に
。特
養
の
入
所
を
制
限

（
原
則
要
介
護
3
以
上
）。ま
た
、要
支

援
者
の
介
護
予
防
給
付
の
う
ち
、訪
問

介
護
と
通
所
介
護
を
市
町
村
の
事
業

に
移
行
さ
せ
、上
限
を
設
定
な
ど
、給

付
削
減
・
負
担
増
の
メ
ニ
ュ
ー
が
ズ
ラ

リ
と
並
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、高
額
療
養
費
制
度
の
見
直

し（
上
位
所
得
者
お
よ
び
一
般
所
得
者

の
負
担
上
限
引
き
上
げ
な
ど
）、国
保

の
都
道
府
県
単
位
化
、後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
存
続
、病
床
機
能
に
関
す
る

情
報
の
都
道
府
県
へ
の
報
告
制
度
の

創
設
、医
療
職
種
の
業
務
範
囲
お
よ
び

業
務
の
実
施
体
系
の
見
直
し
、難
病
対

策
な
ど
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
年
4
月
実
施
予
定
の
も
の
か
ら
、

法
改
正
の
時
期
、実
施
時
期
な
ど
が
明

記
さ
れ
て
お
り
、今
後
、具
体
化
を
許

さ
な
い
取
り
組
み
が
重
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。

○
社
会
保
障
の
基
本
理
念
を
放
棄
し

た
改
革

　

給
付
削
減
・
負
担
増
ば
か
り
が
目
立

て
、
よ
か
っ
た
と
思
う
瞬
間
は

　

ス
タ
ッ
フ
に
は
仕
事
中
厳
し
く
接

し
て
い
る
の
で
す
が
、
辞
め
た
後
も

飲
み
会
に
来
た
り
、
子
ど
も
さ
ん
を

抜
歯
に
連
れ
て
来
て
く
れ
た
り
し
ま

す
。
手
前
味
噌
で
は
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
が
自
分
な
り
に
よ
か
っ
た
と
思

え
る
瞬
間
で
す
ね
。

―
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
ご
趣
味
は

　

意
外
な
と
こ
ろ
で
重
量
挙
げ
で

す
。や
り
過
ぎ
て
近
年
、カ
テ
ゴ
リ
ー

別
全
日
本
ラ
ン
キ
ン
グ
の
1
位
タ
イ

ま
で
行
き
ま
し
た
。
現
在
も
週
に
10

時
間
ぐ
ら
い
練
習
し
て
い
ま
す
。

―
そ
れ
は
す
ご
い
で
す
ね

　

学
生
時
代
か
ら
、
柔
道
や
重
量
挙

げ
と
い
っ
た
ハ
ー
ド
な
ス
ポ
ー
ツ
を

継
続
し
て
き
た
の
で
、
こ
の
経
験
を

ス
ポ
ー
ツ
歯
科
の
分
野
に
生
か
せ
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
物
理

学
の
勉
強
な
ど
知
的
な
趣
味
も
持
っ

て
い
ま
す
よ
（
笑
）。

―
今
後
の
目
標
は

　

患
者
様
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ

る
た
め
、
チ
ェ
ア
や
診
療
機
械
、
レ

ン
ト
ゲ
ン
装
置
な
ど
に
出
来
る
だ
け

最
新
の
設
備
を
取
り
入
れ
、
最
新
の

歯
科
医
療
に
し
っ
か
り
と
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

　

あ
と
、
経
営
学
・
経
済
学
の
資
格

取
得
の
勉
強
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
歯
科
医
師
が
経
営
学
を
や
る
と

拝
金
主
義
と
言
わ
れ
そ
う
で
す
が
、

歯
科
医
師
に
は
経
済
学
・
経
営
学
的

な
セ
ン
ス
も
必
要
だ
と
近
年
特
に
感

じ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
、
政
治
経
済

に
疎
い
こ
と
は
年
齢
的
に
も
許
さ
れ

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
最
後
に
先
生
の
診
療
の
モ
ッ
ト
ー

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　

し
っ
か
り
対
話

す
る
こ
と
に
よ
り
、

患
者
様
の
問
題
点

と
効
果
的
な
治
療

を
探
る
こ
と
で
す
。

で
も
そ
れ
を
嫌
う

方
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
の
で
、
な

か
な
か
難
し
い
で

す
ね
。

―
先
生
が
こ
ち
ら
で
開
業
さ
れ
て
ど

の
位
に
な
る
の
で
す
か

　

今
年
で
ち
ょ
う
ど
10
年
に
な
り
ま

す
。

―
歯
科
医
師
を
志
さ
れ
た
き
っ
か
け

は
　

親
族
に
歯
科
医
師
が
い
た
の
で
、

子
ど
も
の
頃
か
ら
（
歯
科
医
師
は
）

常
に
選
択
肢
に
入
っ
て
い
ま
し
た
。

あ
と
当
時
は
今
と
違
い
、
歯
科
の
収

入
が
悪
く
な
る
前
の
時
代
だ
っ
た
こ

と
も
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
大

学
受
験
の
時
に
文
系
か
ら
理
系
に
変

え
た
の
で
苦
労
し
ま
し
た
よ
。

―
学
生
時
代
は
鹿
児
島
で
過
ご
さ
れ

た
と
お
聞
き
し
ま
し
た

　

鹿
児
島
大
学
で
保
存
学
（
虫
歯
の

研
究
）
や
補
綴
学
（
義
歯
の
研
究
）

な
ど
を
専
門
に
勉
強
し
ま
し
た
。
で

も
、大
学
に
行
っ
て
い
る
時
以
外
は
、

学
費
や
生
活
費
を
稼
ぐ
た
め
の
ア
ル

バ
イ
ト
が
忙
し
か
っ
た
の
で
、
鹿
児

島
の
観
光
は
全
く
し
て
い
ま
せ
ん

（
笑
）。
ア
ル
バ
イ
ト
は
家
庭
教
師
か

ら
肉
体
労
働
ま
で
、
様
々
な
も
の
を

や
り
ま
し
た
。

―
勤
務
医
時
代
の
ご
経
歴
は

　

当
初
は
口
腔
外
科
の
大
学
院
に
進

む
つ
も
り
で
し
た
が
、
そ
の
年
に
募

集
停
止
に
な
っ
た
こ
と
や
経
済
的
な

理
由
な
ど
か
ら
、Ｇ
Ｐ
（
一
般
歯
科
）

へ
の
道
を
選
択
し
、
東
京
都
内
の
歯

科
医
院
で
勤
務
し
ま
し
た
。
政
治
家

や
芸
能
、
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
が
多
数

来
院
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
、
良
い
修
業

に
な
り
ま
し
た
。
有
名
歌
手
が
歯
科

医
師
と
結
婚
し
て
話
題
に
な
っ
た
歯

科
医
院
に
も
偶
然
い
ま
し
た
よ
。

―
広
島
で
開
業
さ
れ
た
の
は

　

東
京
の
神
田
で
開
業
し
て
、
複
数

の
歯
科
医
師
を
雇
う
ま
で
順
調
に
過

ご
し
て
い
た
の
で
す
が
、
家
族
の
病

気
療
養
の
た
め
、
急
き
ょ
故
郷
の
広

島
に
戻
っ
て
開
業
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
で
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
歯

科
」
と
い
う
名
称
に
し
ま
し
た
。

―
開
業
地
（
戸
坂
）
の
印
象
は

　

近
所
に
学
校
が
多
い
の
で
、
子
ど

も
さ
ん
の
患
者
様
が
多
い
で
す
。
あ

と
、
患
者
様
全
体
に
確
実
な
高
齢
化

も
感
じ
て
い
ま
す
。
当
院
で
は
保
険

で
良
い
入
れ
歯
も
頑
張
っ
て
い
ま
す

よ
。

―
開
業
以
来
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
っ

診
療
室
の
様
子

会員訪問㉖会員訪問㉖会員訪問㉖会員訪問㉖
中谷　宏樹　先生中谷　宏樹　先生中谷　宏樹　先生中谷　宏樹　先生
ファミリー歯科
（広島市東区）
ファミリー歯科
（広島市東区）

重量挙げの練習風景

主な改革の項目（医療・介護） 予定実施時期

医
療

70～74歳の窓口負担の見直し
1割から2割へ引き上げ 本年4月1日

外来・入院に関する給付の見直し
　入院療養費の給食給付を原則
自己負担化など

2017年度ま
でをめどに
順次実施

介
護

一定以上所得者の利用者負担の
引き上げ
　1割から2割へ引き上げ

2015年度を
めどに実施

特養の施設介護サービス費の支
給対象の見直し
　原則要介護3以上に制限

地域支援事業および要支援者へ
の支援見直し
　訪問介護、通所介護を市町村
事業に移行

　協会理事会は去る2013年12月1日（日）、駒沢大学経済学部教授の小栗崇資先生を招き、政策学
習会を開催しました。主に大企業の内部留保を活用することで日本経済を再生させる展望につ
いて解説していただきました。今号より7回に分けて大要を紹介していきます。（文責・事務局）

内部留保とは？
○はじめに
　「内部留保」という言葉が最近マスコミでも取り上げられるようになった。あるテレビ
の番組で、「内部留保を活用することが経済の活性化につながる」ということを主張し
た。そのとき、「メガネ21」という広島の会社の会長が、内部留保を社員に還元し、いい会
社づくりをしているとインタビューに答えていた。内部留保をうまく活用することで、
社員へ賃上げなどで還元し、社員がやる気を出して地域の中で活躍している。
　このように、マスコミも内部留保に注目している。私は内部留保をうまく活用するこ
とで日本経済を再生させ、財源を生み出すことができるのではないかと考えている。
○内部留保とは何か
　内部留保には良いものと悪いものがある。良いものは、利益を貯めて、新しい工場や社
屋を建て、従業員の雇用などに活用し、企業が大きくなっていくこと。その結果、地域の
マーケットの活性化につながる。
　悪いものは、貯め込むだけで十分に活用していないもの。21世紀に入ってからの日本
の内部留保は悪いものが増えている。貯めたお金が従業員の雇用や新しい工場建設など
の設備投資に使われていない。
　内部留保の基本的定義は、会計で計算された利益のうち、つまり、儲けのうちの社会流
出分（株式会社では株主に配当金を渡す）を除いて企業内部に蓄積された利益のことで
ある。
　見える形の利益留保は、下記の資料の中の「公表された利益留保（利益剰余金）」を指
す。見えない形の利益留保は、「隠れた利益留保（引当金等）」を指す。引当金や準備金の形
式上の理屈は、「将来支出する予定があるため、先に確保しておく」というもの。しかし、
将来支出がなかった場合は全くの利益留保となる。政府・財務省の法人企業統計はこれ
を内部留保と定めている。

　また、株式会社は資本金を調達する際、株主に株を買ってもらう（資本金）。一方、資本
金とならない部分は資本剰余金という名目で、株式会社にとって使い勝手がよいもので
ある。私はこれも内部留保の一種だと主張をしている。

（つづく）

内部留保形成のメカニズム
　　損益計算　　引当金繰入等（費用）　　当期純利益　　　配当金（社外流出）
　              　　   　 利益の費用化
　　　　　　　　　　　隠れた利益留保（引当金等）　　　　公表された利益留保（利益剰余金）
　　　　　　　　　　利益留保を含む資金留保（減価償却）
　　資本計算　　資本調達　　　資本金
　　　　　　　　　　　　　　　資本金とならない部分（資本剰余金）
　　財産計算　　資産保有　　　取得原価部分
　　　　　　　　　　　　　　　評価差額部分（含み益）

日本経済の再生と内部留保の活用①日本経済の再生と内部留保の活用①

プログラム法
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（
1
面
関
連
）

個
別
改
定
項
目
示
さ
れ
る

2
0
1
4
年
度
診
療
報
酬
改
定

　

2
0
1
4
年
度
診
療
報
酬
改
定
に

つ
い
て
、昨
年
末
、田
村
厚
労
相
と
麻

生
財
務
相
の
間
で
改
定
率
が
合
意
さ

れ
ま
し
た
。1
月
諮
問
・「
現
時
点
の

骨
子
」へ
の
意
見
募
集
・
公
聴
会（
24

日
・
仙
台
市
）、2
月
答
申
を
経
て
、4

月
1
日
か
ら
実
施
の
予
定
で
す
。

　

協
会
は
、1
月
に
会
員
宛
に「
Ｆ
Ａ

Ｘ
Ｎ
ｅ
ｗ
ｓ
」を
送
信
。「
現
時
点
の

骨
子
」に
対
す
る
意
見
の
集
中
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。協
会
と
し
て
も
別

掲
の
よ
う
な
意
見
を
送
付
し
て
い
ま

す
。ま
た
、3
月
末
に
医
科
4
会
場
、

歯
科
2
会
場
で「
新
点
数
検
討
会
」の

開
催
を
予
定
し
て
お
り
、既
に
多
数

の
医
療
機
関
か
ら
参
加
希
望
を
寄
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

改
定
内
容
を
正
確
に
つ
か
む
こ
と

で
、混
乱
な
く
保
険
診
療
・
保
険
請
求

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、改

定
内
容
を
全
体
で
検
討
す
る
こ
と

で
、問
題
点
を
浮
き
彫
り
に
し
、改
善

を
求
め
て
い
き
ま
す
。

基
本
方
針
に
沿
っ
た
個
別
改
定
項
目

　

1
月
29
日
に
開
か
れ
た
中
医
協
で

は
、基
本
方
針
に
沿
っ
た「
個
別
改
定

項
目
に
つ
い
て（
そ
の
1
）」が
示
さ

れ
、議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。主
な
項

目
を
挙
げ
て
い
き
ま
す
。

○
入
院
医
療

・
7
対
1
、10
対
1
一
般
病
棟
入
院
基

本
料
な
ど
を
算
定
す
る
病
棟
に
お
い

て
、①
90
日
を
超
え
て
入
院
す
る
患

者
を
対
象
と
し
て
、出
来
高
算
定
と

す
る
が
平
均
在
院
日
数
の
計
算
対
象

と
す
る
。②
同
患
者
を
対
象
と
し
て
、

原
則
と
し
て
療
養
病
棟
と
同
じ
報
酬

体
系
と
す
る
。

・
短
期
滞
在
手
術
基
本
料
に
つ
い
て
、

名
称
が
見
直
さ
れ
る
。ま
た
、対
象
の

手
術
が
拡
大
さ
れ
、一
部
検
査
も
対

象
と
な
る
。診
療
所
は
対
象
外
。包
括

範
囲
を
全
診
療
行
為
と
す
る
な
ど
。

・
療
養
病
棟
入
院
基
本
料
1
を
届
け

出
て
お
り
、か
つ
基
準
を
満
た
す
在

宅
復
帰
率
の
実
績
が
あ
る
病
棟
に
対

す
る
評
価
を
新
設
。

・
現
行
の
亜
急
性
期
入
院
医
療
管
理

料
を
廃
止
し
、地
域
包
括
ケ
ア
病
棟

入
院
料
、地
域
包
括
ケ
ア
入
院
医
療

管
理
料
を
新
設
。急
性
期
後
・
回
復
期

を
担
う
病
床
充
実
が
目
的
。①
一
定

の
重
症
度
、医
療
・
看
護
必
要
度
満
た

す
患
者
の
診
療
実
績
、②
在
宅
療
養

支
援
病
院
、二
次
救
急
病
院
な
ど
で

あ
る
こ
と
な
ど
を
評
価
す
る
。ま
た
、

疾
患
別
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

の
届
出
を
行
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
施

設
基
準
も
設
け
ら
れ
る
模
様
。

・
病
院
の
栄
養
管
理
体
制
に
つ
い
て

は
、5
面
の
記
事
を
参
照
。

○
有
床
診
療
所
に
つ
い
て

・
有
床
診
療
所
入
院
基
本
料
1
～
3

を
新
た
に
1
～
6
に
区
分
。施
設
基

準
と
し
て
1
～
3
は
①
看
護
配
置
に

係
る
施
設
基
準
に
適
合
し
て
い
る

こ
と
、②
在
宅
療
養
支
援
診
療
所
で

あ
っ
て
、過
去
1
年
間
に
訪
問
診
療

を
実
施
し
た
実
績
が
あ
る
、時
間
外

対
応
加
算
1
を
届
け
出
て
い
る
こ
と

な
ど
11
項
目
の
う
ち
2
以
上
に
該
当

し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。4
～

6
は
①
の
み
。栄
養
管
理
体
制
に
つ

い
て
は
5
面
の
記
事
を
参
照
。

○
医
科
外
来
に
つ
い
て

・
主
治
医
機
能
の
評
価
と
し
て
、地
域

包
括
診
療
料
を
新
設
。対
象
患
者
は
、

高
血
圧
症
、糖
尿
病
、脂
質
異
常
症
、認

知
症
の
4
疾
病
の
う
ち
2
つ
以
上（
疑

い
は
除
く
）を
有
す
る
患
者
。中
小
病

院
・
診
療
所
で
の
外
来
に
お
け
る
再
診

時
の
包
括
的
な
評
価（
時
間
外
加
算
な

ど
再
診
料
の
加
算
点
数
や
薬
剤
料
な

ど
が
包
括
）が
目
的
。な
お
、4
疾
病
が

重
複
し
な
い
限
り
に
お
い
て
の
み
他

院
で
も
算
定
可
能
と
い
う
こ
と
が
打

ち
出
さ
れ
て
い
る
。こ
の
他
、地
域
包

括
診
療
加
算
の
新
設
な
ど
。

○
在
宅
医
療
に
つ
い
て

・
機
能
強
化
型
在
宅
療
養
支
援
診
療

所
・
在
宅
療
養
支
援
病
院
の
実
績
要

件
の
引
き
上
げ
な
ど
。

・
在
宅
医
療
を
担
当
す
る
常
勤
医
師

は
3
人
以
上
確
保
さ
れ
て
い
な
い

が
、十
分
な
緊
急
往
診
お
よ
び
看
取

り
実
績
を
有
す
る
在
支
診
・
在
支
病

に
対
す
る
評
価
と
し
て
、在
宅
療
養

実
績
加
算
を
新
設
。

・
在
宅
時
医
学
総
合
管
理
料
・
特
定
施

設
入
居
時
等
医
学
総
合
管
理
料
に
つ

い
て
、同
一
建
物
・
同
一
日
の
複
数
訪

問
時
の
点
数
を
新
設
し
、在
支
診
・
在

支
病
以
外
の
評
価
を
引
き
下
げ
。

・
在
宅
患
者
訪
問
点
滴
注
射
管
理
料
に

つ
い
て
、介
護
保
険
の
訪
問
看
護
を
受

け
て
い
る
患
者
で
点
滴
注
射
が
必
要

に
な
っ
た
場
合
も
算
定
可
能
と
す
る
。

○
医
科
の
そ
の
他
の
項
目

・
要
介
護
者
等
に
対
す
る
維
持
期
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、現
在
の

経
過
措
置
を
2
0
1
6（
平
成
28
）年

ま
で
延
長
す
る
。介
護
保
険
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
移
行
支
援
料
の
新
設
な

ど
。ま
た
、認
知
症
対
策
と
し
て
、認
知

症
患
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
の

新
設
な
ど
が
示
さ
れ
た
。

○
歯
科
医
療
に
つ
い
て

・
有
床
義
歯
管
理
料
を
見
直
し
、歯
科

口
腔
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
1
を

新
設
。現
行
の
困
難
加
算
お
よ
び
有

床
義
歯
調
整
管
理
料
は
新
製
有
床
義

歯
管
理
料
お
よ
び
歯
科
口
腔
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
1
に
包
括
さ
れ
る

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

・
歯
科
疾
患
管
理
料
の
算
定
要
件
に
つ

い
て
、2
回
目
以
降
の
継
続
管
理
計
画

書
の
提
供
に
あ
た
り
、①
Ｓ
Ｐ
Ｔ
治
療

間
隔
が
4
カ
月
以
上
に
加
え
て
、患

者
・
家
族
が
文
書
提
供
不
要
の
旨
を
記

載
し
た
場
合
は
、4
カ
月
を
超
え
て
も

差
し
支
え
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

・
加
圧
根
充
に
つ
い
て
、根
管
充
填
の

加
算
か
ら
加
圧
根
管
充
填
処
置
と
し

て
評
価
。そ
の
他
、充
填
、Ｐ
処
、Ｔ
―

Ｆ
ｉ
ｘ
、歯
周
外
科
手
術
、Ｔ
ｅ
ｃ
な

ど
技
術
料
の
改
定（
引
き
上
げ
？
）が

示
さ
れ
た
。な
お
、長
期
的
に
行
わ
れ

る
同
一
歯
に
対
す
る
根
貼
に
つ
い
て

は
、レ
セ
プ
ト
の
記
載
要
領
で
取
り

扱
い
を
示
す
と
さ
れ
た
。

・
先
進
医
療
技
術
の
保
険
導
入
と
し

て
、歯
科
用
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
の

新
設
、歯
科
Ｃ
Ｔ
撮
影
装
置
お
よ
び

手
術
用
顕
微
鏡
を
用
い
た
歯
根
端
切

除
術
の
評
価
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

2014年度診療報酬改定率
1．診療報酬本体
　　　改定率　＋0．73％（＋0.63％）
2．薬価改定等
　　　改定率　－0．63％（＋0.73％）
※（　）内は消費税率引き上げに伴う医療
機関等の課税仕入れにかかるコスト増への
対応分

（2013年12月25日中医協資料より）

　

協
会
は
2
0
1
4
年
度
診
療
報
酬

改
定
に
つ
い
て
、1
月
24
日（
金
）、厚

生
労
働
省
保
険
局
医
療
課
あ
て
に
意

見（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）を
提
出

し
ま
し
た
。一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

○
入
院
医
療
に
つ
い
て

・
現
行
の
入
院
基
本
料
は
、施
設
費
、

設
備
費
、人
件
費
が
保
障
さ
れ
て
お

ら
ず
、ま
た
、医
学
管
理
料
、看
護
料
、

室
料（
入
院
環
境
料
）等
を
包
括
す
る

方
式
で
は
な
く
、そ
れ
ぞ
れ
に
対
す

る
評
価
と
し
て
区
分
し
、大
幅
に
引

き
上
げ
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

・
病
院
・
有
床
診
療
所
と
も
、入
院
基

本
料
へ
の
管
理
栄
養
士
配
置
義
務
化

を
撤
回
し
、必
要
な
栄
養
管
理
が
実

施
で
き
る
よ
う
、管
理
栄
養
士
の
配

置
や
指
導
に
対
す
る
診
療
報
酬
を
大

幅
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
求
め
ま

す
。ま
た
、離
職
し
た
場
合
の
3
カ
月

以
内
の
後
任
雇
用
要
件
も
見
直
す
べ

き
と
考
え
ま
す
。

○
外
来
医
療
の
機
能
分
化
・
連
携
の

推
進
に
つ
い
て

う
に
、1
医
療
機
関
で
し
か
算
定
が
で

き
な
い
包
括
点
数
を
導
入
す
れ
ば
、患

者
が
複
数
の
医
療
機
関
を
受
診
し
た

際
に
、一
方
の
医
療
機
関
で
は
無
報
酬

と
な
る
事
態
も
想
定
さ
れ
、医
療
現
場

に
大
き
な
混
乱
を
も
た
ら
す
こ
と
に

な
る
と
考
え
ま
す
。

○
在
宅
歯
科
医
療
の
推
進
に
つ
い
て

・
歯
科
訪
問
診
療
に
つ
い
て
、患
者

ニ
ー
ズ
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

歯
科
医
院
側
の
体
制（
器
材
の
確
保

や
歯
科
衛
生
士
の
確
保
な
ど
）が
整

わ
な
い
、診
療
報
酬
評
価
が
低
い
こ

と
な
ど
が
原
因
で
歯
科
医
院
の
2
割

弱
し
か
実
施
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、在
宅
歯
科
医

療
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、歯
科
医
院

の
訪
問
診
療
体
制
の
状
況
い
か
ん
に

か
か
わ
ら
ず
、訪
問
診
療
に
取
り
組
め

る
環
境
の
整
備
、ま
た
、義
歯
の
調
整

や
口
腔
の
清
掃
、管
理
、口
腔
ケ
ア
な

ど
に
つ
い
て
、歯
科
医
院
が
積
極
的
に

対
応
で
き
る
よ
う
診
療
報
酬
上
の
評

価
を
行
う
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

・「
主
治
医
機
能
の
強
化
」に
対
す
る
評

価
方
法
と
し
て
、か
つ
て
廃
止
さ
れ
た

後
期
高
齢
者
診
療
料
に
類
す
る
包
括

点
数
の
導
入
に
は
反
対
で
す
。ま
た
、

人
頭
払
い
制
の
導
入
に
も
反
対
し
ま

す
。そ
の
理
由
と
し
て
、1
人
の
患
者

に
対
し
て
主
治
医
機
能
を
担
う
医
療

機
関
を
1
つ
に
限
定
す
れ
ば
、患
者
の

判
断
で
必
要
な
診
療
科
を
受
診
す
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、受
療
権
が
著

し
く
侵
害
さ
れ
か
ね
ま
せ
ん
。ま
た
、

か
つ
て
の
後
期
高
齢
者
診
療
料
の
よ

（在宅医療）
Q1 往診料の夜間加算について、「夜間（深夜の時間帯を除く）とは概ね
午後6時から翌日の午前6時まで、又は午後7時から翌日の午前7時まで
のように12時間を標準として各都道府県において統一的取扱いをする
こととし」とあるが、広島県はどちらの時間帯で取り扱っているのか。
A1 広島県は概ね午後6時～翌日の午前6時を夜間加算の対象となる時間
帯として取り扱われています。

（検査）
Q2 ＬＳＴの算定にあたり、薬疹の原因と考えられる2種類の被疑医薬品
を用いて検査を実施した場合、350点×2の算定となるのか。
A2 「一連につき」との規定がありますので、複数種類の被疑医薬品を
用いて検査を実施した場合でも、350点×1での算定となります。

（注射）
Q3 注射液（アンプル）を残量廃棄する場合の請求とレセプトの記載に
ついてたずねたい。

また、バイアルの場合は、使用量分のみの算定となるのか。
A3 アンプル剤の場合：1アンプル全部を使用せず、保存が不可能なため
残量分を廃棄した場合は、1アンプル分を請求します。バイアル剤の場
合：一部を使用した場合は、使用した量に相当する薬剤料により算定
する扱いです。ただし、患者が再度来院しなかった等でやむを得ず残
量を廃棄した場合は、残量分も含めて請求が可能です。
　　なお、レセプトには、「1管（残量廃棄）」「1瓶（残量廃棄）」などと
記載します。

（リハビリテーション）
Q4 脳血管疾患等リハビリテーション料を算定するにあたり、レセプト
の摘要欄に「疾患名及び発症月日、手術月日又は急性増悪した月日」
を記載することとなっている。転医してきた患者の中には、発症等の
正確な月日が不明なケースもあるが、患者からの聞き取り、または前
医に電話等で確認するなどして、正確な月日を記載しなければならな
いのか。
A4 「月日が不明の場合の取り扱いは、入院は入院日、外来は初診日と
することもやむを得ない」との疑義解釈が出されており、したがって、
確認できない場合は入院日、初診日のいずれかを記載してください。

医科点数等 Q＆A

「現時点の骨子」
に対する
意見を提出

2014 年度診療報酬改定

答申は
2月中旬
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管理栄養士配置に係る
アンケート調査

配置義務化の撤回を求めます
　

協
会
は
、昨
年
秋
、広
島
県
下
59
の
小
規
模
病
院（
60
床
以
内
）を
対
象
に「
管

理
栄
養
士
配
置
に
係
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

入
院
料
の
算
定
に
あ
た
り
、
2
0
1
2
年
4
月
改
定
に
お
い
て
「
栄
養

管
理
体
制
」
の
構
築
と
そ
の
実
施
が
義
務
付
け
ら
れ
、
本
年
4
月
か
ら
は

2
0
1
2
年
4
月
以
前
に
「
栄
養
管
理
実
施
加
算
」
を
届
け
出
て
い
な
か
っ

た
病
院
で
も
管
理
栄
養
士
の
配
置
義
務
化
が
迫
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

協
会
は
こ
れ
ま
で
も
義
務
化
撤
回
と
と
も
に
、
診
療
報
酬
を
引
き
上
げ
る

な
ど
の
改
善
を
求
め
て
き
ま
し
た
。
今
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
通
じ
て
、
現
状

を
分
析
し
、
引
き
続
き
改
善
に
役
立
て
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

本
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
27
病
院
か

ら
ご
回
答
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
紙
面
を
通
じ
て
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

管
理
栄
養
士
の
配
置
状
況

　

管
理
栄
養
士
の
配
置
状
況
に
つ
い

て
は
、「
常
勤
2
人
以
上
」
が
7
、「
常

勤
1
人
」
と
答
え
た
病
院
は
20
で
し

た
。
ま
た
、「
非
常
勤
」「
配
置
な
し
」

は
ゼ
ロ
で
し
た
。

介
護
報
酬
改
定
で
諮
問
・
答
申

消
費
税
率
引
き
上
げ
に
よ
る
対
応

　

1
月
15
日（
水
）に
開
か
れ
た
社
会

保
障
審
議
会
・
介
護
保
給
付
分
科
会
に

て
、本
年
4
月
1
日
か
ら
の
消
費
税
率

引
き
上
げ（
5
％
→
8
％
）実
施
に
伴

う
介
護
報
酬
改
定
の
内
容
が
諮
問
通

り
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

　

改
定
は
＋
0
・
63
％
で
、内
容
に
つ

い
て
は
、区
分
支
給
限
度
額
基
準
額
と

各
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
本
体
が
引
き
上

げ
と
な
る
予
定
で
す（
医
師
に
よ
る
居

宅
療
養
管
理
指
導
費
に
つ
い
て
は
別

掲
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

　

ま
た
、厚
労
省
は
改
定
に
あ
た
っ
て

意
見
募
集（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）

を
行
っ
て
い
ま
す（
締
切
は
本
年
2
月

20
日
）。

　

診
療
報
酬
の
初
・
再
診
料
同
様
に
消

費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
う
プ
ラ
ス
改

定
で
す
が
、協
会
は
消
費
税
増
税
に
よ

ら
な
い
介
護
報
酬
の
大
幅
改
定
を
求

め
て
い
ま
す
。

　

な
お
、正
式
な
告
示
に
基
づ
く
居
宅

療
養
管
理
指
導
費
、訪
問
介
護
、訪
問

リ
ハ
、通
所
リ
ハ
な
ど
の
各
単
位
数
に

つ
い
て
は
、3
月
下
旬
発
行
の「
点
数

表
改
定
の
ポ
イ
ン
ト
」に
掲
載
す
る
予

定
で
す
。

栄
養
管
理
が
必
要
な
入
院
患
者

　
「
あ
ま
り
い
な
い
」6（
22
％
）、「
半

分
程
度
」
5
（
18
％
）、「
か
な
り
多

い
」
10
（
37
％
）、「
ほ
ぼ
全
て
」
5

（
19
％
）。「
全
く
い
な
い
」
は
ゼ
ロ

で
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
病
院
で
栄
養

管
理
が
必
要
な
入
院
患
者
が
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。（
表
1
）

管
理
栄
養
士
が
い
な
い
場
合
の
栄
養

管
理

　
「
い
な
く
て
も
で
き
る
」
4

（
15
％
）、「
い
て
も
よ
い
が
医
師
で

で
き
る
」
5
（
18
％
）。
ま
た
、「
い

な
い
と
で
き
な
い
」
が
17
（
63
％
）

で
し
た
。（
表
2
）

入
院
医
療
機
関
に
お
け
る
管
理
栄
養

士
の
配
置

　
「
全
く
必
要
な
い
」4（
7
％
）、「
必

要
な
場
合
に
配
置
す
れ
ば
よ
い
」
12

（
45
％
）
で
、「
全
て
の
入
院
医
療
機

関
で
配
置
は
当
然
」
が
最
も
多
く
12

病
院
（
45
％
）
で
し
た
。（
表
3
）

3
カ
月
以
内
の
後
任
の
管
理
栄
養
士

の
雇
用
確
保

　
「
対
応
可
能
」
5
（
18
％
）、「
短

す
ぎ
て
困
難
」
15
（
56
％
）、「
わ
か

ら
な
い
」
7
（
26
％
）
で
し
た
。
約

6
割
の
病
院
で
新
た
な
雇
用
確
保
が

難
し
い
状
況
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。（
表
4
）

配
置
義
務
化
継
続
の
場
合
の
入
院
継

続
　

約
9
割
（
24
病
院
・
89
％
）
の
病

院
が
「
継
続
す
る
」
と
回
答
。
次
い

で
「
入
院
医
療
を
や
め
る
こ
と
も

検
討
」
が
3
（
11
％
）
で
、「
入
院

医
療
は
や
め
る
」
は
ゼ
ロ
で
し
た
。

（
表
5
）

　

管
理
栄
養
士
の
確
保
が
困
難
な
中

で
も
「
全
て
の
入
院
医
療
機
関
に
配

置
す
る
こ
と
は
当
然
」「
義
務
化
後

も
入
院
医
療
を
継
続
す
る
」
と
、
地

域
医
療
を
支
え
、
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
小
規
模
病
院
。
そ
の
役

割
を
さ
ら
に
発
揮
で
き
る
よ
う
、
前

回
改
定
か
ら
全
国
の
協
会
・
保
団
連

は
管
理
栄
養
士
の
配
置
義
務
撤
回
、

診
療
報
酬
引
き
上
げ
な
ど
を
求
め
て

き
ま
し
た
。

　

1
月
29
日
の
中
医
協
で
は
、
①
経

過
措
置
の
延
長
と
と
も
に
、
②
常
勤

の
管
理
栄
養
士
を
確
保
で
き
な
い
場

合
、
非
常
勤
の
管
理
栄
養
士
ま
た
は

常
勤
の
栄
養
士
を
確
保
し
て
い
る
場

合
に
限
っ
て
特
別
入
院
基
本
料
と
は

別
に
入
院
基
本
料
を
減
算
す
る
措
置

を
設
け
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

十
分
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

運
動
の
成
果
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、有
床
診
療
所
に
つ
い
て
は
、

配
置
義
務
化
撤
回
の
運
動
に
よ
り
、

国
会
審
議
で
「
有
床
診
療
所
の
存
亡

の
危
機
と
認
識
し
て
、
中
医
協
で
議

論
し
適
切
な
対
応
を
す
る
」
と
の
厚

労
相
の
答
弁
を
引
き
出
し
て
お
り
、

義
務
化
で
は
な
く
、「
栄
養
管
理
実

施
加
算
」
と
し
て
常
勤
の
管
理
栄
養

士
を
1
人
以
上
配
置
す
る
こ
と
で
評

価
す
る
規
定
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は

当
会
だ
け
で
な
く
全
国
23
都
府
県

の
保
険
医
協
会
・
保
団
連
が
実
施

し
、
4
0
3
病
院
（
許
可
病
床
数

1
8
4
1
0
床
・
平
均
45
・
9
床
）

か
ら
ご
回
答
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
集
計
内
容
な
ど
に
つ
い
て

は
全
国
保
険
医
新
聞
（
2
0
1
4
年

1
月
25
日
）に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

（未来院請求）
Q1 インレー装着前に患者が来院しなくなった場合の請求方法に
ついて教えてほしい。
A1 ①患者が理由なく来院しなくなった場合、②患者の意思によ
り治療を中止した場合、③患者が死亡した場合であって、装着
予定日から1ヵ月以上経過した上で製作月の診療分として請求
します。ただし、患者が死亡した時は1ヵ月を待たずに請求で
きます。
　　保険点数は、装着料及び装着材料料を除いた点数を算定します。
　　なお、レセプトには、診療実日数「0日」、転帰欄「中止」又は「死
亡」、傷病名は製作時の病名、摘要欄に⃝未、装着物の種類、装着
予定日、装着ができなくなった理由（患者が理由なく来院しなく
なった場合は除く）を記載してください。カルテにはレセプト摘
要欄と同様の内容を記載します。

歯科点数等 Q＆A

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

2月17日（月）までに届出を！
　さて、各保険医療機関においては、毎年4月1日以降の診療に
係る酸素の費用について、当該年の2月15日まで（※本年は15
日が土曜日のため、17日（月）が締切）に中国四国厚生局（厚
生局）に届け出なければならず、届け出なかった場合は、4月1
日以降酸素費用の請求ができない扱いです。
　2009年までは『酸素の購入価格に関する届出書』が、厚生局
より各保険医療機関宛てに郵送されていましたが、2010年より
厚生局のホームページへの掲載のみの扱いに変更され、その旨
の連絡は支払基金等を通じて行われています。
　『届出書』は、厚生局ホームページの下記の場所からダウン
ロードできます。
　中国四国厚生局トップページ（http://kouseikyoku.mhlw.
go.jp/chugokushikoku/）
　協会では、保険診療・保険請求に係わる書類については、上
記のような手法でなく、厚生局が各保険医療機関に直接郵送す
る手法を取るよう求めています。

『酸素の購入価格に関する届出書』について

4月1日居宅療養管理指導費（要支援者、要介護者共通）
・医師が行う場合（月2回を限度）
　居宅療養管理指導費（Ⅰ）在医総管又は特医総管を算定しない場合
　　同一建物以外　　　　　　500単位　→　503単位
　　同一建物居住者同一訪問　450単位　→　452単位
　居宅療養管理指導費（Ⅱ）在医総管又は特医総管を算定する場合
　　同一建物以外　　　　　　290単位　→　292単位
　　同一建物居住者同一訪問　261単位　→　262単位
※歯科医師、薬剤師、看護師等が行う場合もそれぞれ引き上げ（一部
据え置き）。また、訪問看護費、訪問リハビリテーション費などもそ
れぞれ引き上げとなる模様。

集約日　
2013年12月5日

発　送　
県下60床以内の
59病院

協　力　
27病院（45．8％）

※「NA」は未回答の略

栄養管理が必要な入院患者表1

66

55
1010

55

管理栄養士がいない場合の栄養管理表2

44

55

1717

入院医療機関における管理栄養士の配置表3

44

1212
1212

３カ月以内の後任の管理栄養士の雇用確保表4

55
77

1515

2424

33

配置義務化継続の場合の入院継続表5
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上
関
と
酷
似
し
た
大
間
原
発
設
置
へ
の
経
緯
と
地
元
の
状
況

～
2
0
1
3
年
度 

保
団
連
公
害
視
察
会
に
参
加
し
て
～

（
副
理
事
長
） 

数
野
　
博

　

永
年
に
わ
た
り
反
核
・
平
和
に
取

り
組
み
、
反
原
発
運
動
に
も
積
極
的

に
参
加
し
て
い
る
広
島
県
保
険
医
協

会
の
一
員
と
し
て
、
保
団
連
公
害
環

境
対
策
部
が
昨
年
11
月
23
、
24
日
に

実
施
し
た
第
28
回
公
害
視
察
会
に
参

加
し
た
。
協
会
で
2
0
0
9
年
に
京

都
大
学
原
子
炉
実
験
所
の
小
出
裕
章

先
生
を
招
い
て
開
催
し
た
市
民
公
開

講
演
会
『
山
口
県
・
上
関
原
発
…
あ

ま
り
に
愚
か
な
選
択
～
原
発
と
プ
ル

サ
ー
マ
ル
問
題
～
』の
準
備
段
階
で
、

長
谷
理
事
長
の
「
何
事
も
現
場
を
見

な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
」
と
い
う
信

念
か
ら
の
提
案
で
、
山
口
県
上
関
町

に
中
国
電
力
が
計
画
し
て
い
る
原
発

建
設
現
場
を
協
会
か
ら
視
察
に
訪
れ

た
の
が
、
協
会
の
反
原
発
運
動
の
始

ま
り
で
し
た
。
今
回
の
視
察
会
で

は
、
一
昨
年
10
月
に
建
設
を
再
開
し

た
青
森
県
の
電
源
開
発
大
間
原
発
の

建
設
現
場
な
ど
を
見
学
し
、
現
地
の

市
民
団
体
と
交
流
し
て
反
対
集
会
を

開
き
、
2
日
目
に
津
軽
海
峡
対
岸
の

函
館
市
で
反
対
運
動
を
展
開
し
て
い

る
市
民
団
体
と
の
交
流
集
会
を
行
っ

た
。
大
間
は
、
吉
村
昭
原
作
の
マ
グ

ロ
一
本
釣
り
漁
師
を
題
材
と
し
た
作

品
を
相
米
慎
二
監
督
、
緒
方
拳
、
夏

目
雅
子
、
十
朱
幸
代
ら
の
出
演
で
映

画
化
し
た
『
魚
影
の
群
れ
』
の
ロ
ケ

地
と
し
て
も
有
名
で
す
。

　

今
回
の
視
察
会
は
、
世
界
で
初
め

て
M
O
X
燃
料
専
用
の
原
発
と
し
て

建
設
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
大
間
原

発
に
対
し
、
大
間
原
発
か
ら
30
ｋ
ｍ

圏
内
に
入
る
津
軽
海
峡
対
岸
の
函
館

市
が
建
設
差
し
止
め
訴
訟
を
準
備
す

る
な
ど
、
反
対
世
論
が
高
ま
っ
て
い

る
現
状
を
踏
ま
え
て
実
施
さ
れ
た
。

視
察
初
日
は
、
集
合
場
所
の
東
北
新

幹
線
八
戸
駅
か
ら
目
的
地
の
本
州
最

北
端
の
大
間
へ
バ
ス
で
移
動
す
る
途

中
、
六
ヶ
所
村
の
核
燃
サ
イ
ク
ル
施

設
、
む
つ
市
の
中
間
貯
蔵
施
設
を
バ

ス
の
車
窓
か
ら
見
学
し
、
そ
し
て
大

間
原
発
建
設
現
場
を
原
発
敷
地
の
間

近
か
ら
視
察
し
た
。
下
北
半
島
を
中

心
と
し
た
青
森
県
内
に
原
発
や
核
燃

施
設
が
集
中
し
て
い
る
現
状
を
あ
ら

た
め
て
認
識
し
、
交
流
会
で
は
大
間

在
住
で
大
間
原
発
に
反
対
す
る
会
事

務
局
長
の
奥
本
征
雄
氏
が
、
大
間
原

発
を
め
ぐ
る
地
元
で
の
反
対
運
動
の

歴
史
的
な
経
緯
を
講
演
し
、
そ
の
中

で
福
島
原
発
事
故
後
、
原
発
城
下
町

に
吹
い
て
い
た
風
が
少
し
ず
つ
変
わ

り
始
め
て
は
い
る
が
、
現
地
の
人
た

ち
は
身
内
が
原
発
関
係
の
仕
事
を
し

て
い
る
人
も
多
く
て
反
対
運
動
は
し

づ
ら
く
、
現
政
権
の
原
発
推
進
政
策

を
阻
止
す
る
た
め
に
力
を
合
わ
せ
て

行
動
し
て
ほ
し
い
と
全
国
各
地
か
ら

の
参
加
者
に
支
援
を
呼
び
掛
け
た
。

最
後
に
参
加
者
全
員
で
、
大
間
原
発

の
建
設
お
よ
び
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
政

策
の
中
止
、
原
発
の
再
稼
働
・
新
増

設
の
禁
止
、「
原
発
ゼ
ロ
」
の
実
現

な
ど
を
求
め
る
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し

た
。
当
日
は
、
東
奥
日
報
、
北
海
道

新
聞
、
函
館
新
聞
が
取
材
し
、
翌
日

の
朝
刊
で
報
道
さ
れ
た
。

　

2
日
目
は
、
建
設
差
し
止
め
訴
訟

を
準
備
し
て
い
る
対
岸
の
函
館
市
へ

フ
ェ
リ
ー
で
渡
り
、
大
間
原
発
に
反

対
し
建
設
中
止
を
求
め
る
活
動
を
展

開
し
て
い
る
竹
田
と
し
子
氏
（
大
間

原
発
訴
訟
の
会
代
表
）、
堀
口
信
氏

（
道
南
医
療
九
条
の
会
幹
事
長
）、
小

笠
原
厚
子
氏
（
あ
さ
こ
は
う
す
代

表
）
の
3
人
の
現
状
報
告
を
聴
く
交

流
集
会
が
も
た
れ
た
。
竹
田
氏
は
、

大
間
原
発
立
地
決
定
か
ら
24
年
目
の

2
0
1
0
年
に
第
1
次
提
訴
を
し
た

大
間
原
発
裁
判
の
昨
年
末
の
第
4
次

提
訴
で
1
0
0
0
人
の
原
告
団
を
目

指
し
て
い
る
と
支
援
を
呼
び
か
け

た
。
堀
口
氏
は
、
道
南
医
療
九
条
の

会
と
し
て
取
り
組
ん
だ
内
部
被
曝
問

題
で
の
学
習
講
演
会
や
、
青
森
県
佐

井
村
で
の
健
康
教
室
・
健
康
相
談
に

つ
い
て
報
告
し
、
今
後
も
医
療
者
の

立
場
か
ら
内
部
被
曝
問
題
や
原
発
立

地
地
域
住
民
の
健
康
問
題
に
取
り
組

み
た
い
と
述
べ
た
。
小
笠
原
氏
は
、

母
・
熊
谷
あ
さ
こ
氏
の
意
思
を
引
継

ぎ
、
大
間
原
発
敷
地
内
の
未
買
収
用

地
に
あ
る
「
あ
さ
こ
は
う
す
」
を
命

を
か
け
て
守
り
た
い
と
語
り
、
葉
書

（
あ
さ
こ
は
う
す
ゆ
う
び
ん
）
投
函

運
動
へ
の
協
力
を
訴
え
た
。「
あ
さ

こ
は
う
す
」
は
、
大
間
原
発
用
地
の

中
に
買
収
を
拒
否
し
て
唯
一
残
っ
た

私
有
地
に
建
つ
ロ
グ
ハ
ウ
ス
で
、
そ

こ
に
通
じ
る
道
を
第
三
者
（
郵
便
配

（
54
）対
応
す
る
の
が
危
険
な
場
合

　

医
療
機
関
側
の
過
誤
の
有
無
に
関

わ
ら
ず
、ク
レ
ー
ム
を
つ
け
て
く
る
患

者
さ
ん
の
ほ
と
ん
ど
は
、医
療
被
害
を

実
際
に
被
っ
て
い
ま
す
。従
っ
て
、医

療
機
関
側
と
し
て
は
、賠
償
問
題
は
別

と
し
て
、倫
理
の
面
か
ら
も
ま
ず
は
対

応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、そ
れ
は
患
者
さ
ん
側

の
態
度
に
も
よ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
極
端
な
例
で
す
が
、医
療

機
関
側
の
人
間
の
家
族
の
こ
と
ま

で
調
べ
て
、そ
れ
と
な
く
あ
る
い
は

白
々
し
く「
お
宅
の
娘
さ
ん
の
○
○

ち
ゃ
ん
は
可
愛
い
ね
ぇ
」な
ど
と
、世

間
話
？
を
し
て
く
る
怪
し
い
人
間
も

実
際
に
い
ま
し
た
。法
的
に
は
脅
迫

罪
と
な
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、そ
れ
を
言
わ
れ
た
方
の
動
揺
は
、

予
想
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
よ

う
な
態
度
に
出
て
き
た
患
者
さ
ん

は
、以
後
に
も
冷
静
あ
る
い
は
合
理

的
な
話
が
で
き
る
相
手
と
は
考
え
難

い
で
し
ょ
う
。タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
計

ら
い
帰
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
努
め

て
下
さ
い
。そ
れ
か
ら
す
ぐ
に
京
都

府
保
険
医
協
会
へ
連
絡
を
下
さ
い
。

時
々
に
応
じ
た
助
言
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。場
合
に
よ
っ
て
は
弁
護

士
の
助
け
が
必
要
に
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

先
述
し
た
よ
う
に
脅
迫
と
ま
で

は
、判
断
で
き
な
い
ケ
ー
ス
か
も
し

予
後
に
つ
い
て
ま
で
、保
証
を
求
め
ら

れ
る
こ
と
で
す
。「
も
し
、示
談
後
に
身

体
の
具
合
が
悪
く
な
っ
た
ら（
無
料

で
）面
倒
見
て
く
れ
る
か
？
」と
患
者

さ
ん
は
言
っ
て
き
ま
す
。患
者
さ
ん
に

し
て
み
れ
ば
、当
然
の
不
安
な
の
で
す

が
、不
測
の
事
態
ま
で
保
証
す
る
示
談

は
基
本
的
に
で
き
ま
せ
ん
。第
一
そ
の

よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
て
は
、示
談
す

る
意
味
が
全
く
な
い
こ
と
に
な
り
ま

す
。そ
の
よ
う
な
患
者
さ
ん
に
対
し
て

は
、民
法
95
条【
錯
誤
】を
紹
介
し
て
下

さ
い
。こ
の
条
文
で
は
当
時
の
医
療
事

故
に
起
因
す
る
不
測
の
後
遺
症
が
発

症
し
た
場
合
は
、例
え
示
談
を
し
て
い

て
も
交
渉
が
再
開
で
き
る
と
解
釈
で

き
ま
す
。不
測
の
事
態
は
起
こ
っ
た
そ

の
時
か
ら
対
応
で
き
る
こ
と
を
患
者

さ
ん
側
も
知
れ
ば
、一
応
の
納
得
を
得

ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、示
談
を
迎
え
る

ま
で
に
患
者
さ
ん
側
と
十
分
に
話

し
合
い
が
行
わ
れ
て
い
れ
ば
、こ
の

よ
う
な
事
態
に
陥
る
こ
と
も
な
い
と

思
わ
れ
ま
す
。示
談
の
日
を
迎
え
て

交
渉
決
裂
な
ど
は
、絶
対
に
避
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。示
談
書
に
患

者
さ
ん
側
が
サ
イ
ン
を
す
る
ま
で
、

医
事
紛
争
は
終
わ
っ
て
い
な
い
の
で

す
。

　

賠
償
責
任
を
有
す
る
医
事
紛
争
が

発
生
し
た
後
、医
療
機
関
側
と
し
て

も
、い
く
つ
か
の
ハ
ー
ド
ル
を
越
え

て
患
者
さ
ん
側
に
示
談
に
応
じ
て
も

ら
う
わ
け
で
す
が
、い
ざ
示
談
の
日

に
な
っ
て
揉
め
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が

稀
に
あ
り
ま
す
。当
然
、示
談
の
条
件

は
患
者
さ
ん
側
も
既
に
了
承
済
み
の

は
ず
で
す
が
、い
っ
た
い
患
者
さ
ん

は
何
を
言
っ
て
く
る
の
で
し
ょ
う
。

　

示
談
書
に
は
一
般
に
賠
償
金
額

等
、契
約
事
項
の
前
に
事
故
内
容
の

簡
単
な
記
載
が
さ
れ
て
い
ま
す
。こ

れ
は
あ
く
ま
で
概
要
に
留
め
る
も
の

で
す
が
、患
者
さ
ん
に
よ
っ
て
は
異

常
な
ま
で
に
詳
細
に
か
つ
医
療
機
関

側
の
責
任
を
明
示
す
る
よ
う
に
強
要

す
る
方
が
い
ま
す
。示
談
す
る
こ
と

自
体
が
、医
療
機
関
が
賠
償
責
任
を

認
め
た
証
と
し
て
、患
者
さ
ん
側
に

了
承
し
て
も
ら
う
よ
う
に
努
め
る
べ

き
で
し
ょ
う
。余
り
詳
細
な
内
容
を

示
談
書
に
盛
り
込
む
の
は
、そ
の
目

的
か
ら
考
え
て
も
不
適
切
だ
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

次
に
、先
に
も
少
し
触
れ
た
こ
と
で

す
が
、示
談
の
段
階
で
予
測
で
き
な
い

れ
ま
せ
ん
の
で
、警
察
は
親
身
に

な
っ
て
は
く
れ
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。警
察
は
基
本
的
に
民
事
不
介

入
で
す
の
で
、明
ら
か
な
脅
迫（
刑

法
2
2
2
条
）・
恐
喝（
刑
法
2
4
9

条
）な
ど
に
抵
触
し
な
い
限
り
動
き

難
い
の
で
す
。も
ち
ろ
ん「
殺
し
て
や

る
！
」と
か
、傍
に
あ
っ
た
置
物
な
ど

投
げ
つ
け
た
場
合
は
脅
迫
、器
物
破

損
あ
る
い
は
傷
害
と
し
て
1
1
0
番

に
通
報
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
が
、

ま
ず
は
医
療
機
関
側
が
ど
の
よ
う
な

場
合
に
ど
う
対
応
す
る
か
を
決
め
て

お
く
の
が
先
決
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

以
上
、ず
い
ぶ
ん
と
物
騒
な
話
を

し
ま
し
た
が
、こ
の
よ
う
な
事
態
に

陥
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。協
会
で
も
厄
介
な
患

者
さ
ん
に
対
応
し
た
り
、全
国
に
お

け
る
紛
争
状
況
に
注
目
し
て
い
ま
す

が
、医
事
紛
争
に
起
因
す
る
二
次
的

紛
争
、つ
ま
り
深
刻
な
暴
力
沙
汰
な

ど
は
経
験
な
く
、あ
ま
り
聞
こ
え
て

も
き
ま
せ
ん
。あ
る
と
し
て
も
殴
ら

れ
た
、蹴
ら
れ
た
程
度
で
す
。も
ち
ろ

ん
、そ
れ
だ
け
で
も
医
療
機
関
側
に

と
っ
て
は
一
大
事
な
の
で
す
が
、重

要
な
こ
と
は
そ
の
よ
う
な
事
態
を
予

測
し
て
、危
険
を
回
避
す
る
よ
う
に

日
頃
か
ら
具
体
的
な
対
策
を
と
っ
て

お
く
こ
と
で
す
。

※
京
都
保
険
医
新
聞
第
2
8
1
1

号（
2
0
1
2
年
2
月
5
日
）、第

2
8
1
2
号（
2
0
1
2
年
2
月
20

日
）よ
り

達
員
）
が
毎
日
通
る
こ
と
で
封
鎖
を

阻
止
し
よ
う
と
い
う
運
動
で
、
宛
先

は
、
〒
0
3
9
‐
4
6
0
1
青
森
県

下
北
郡
大
間
町
字
小
奥
戸
3
9
6

「
あ
さ
こ
は
う
す
」
で
す
。

　

大
間
も
上
関
も
、
原
発
建
設
計
画

が
始
ま
っ
て
30
年
以
上
の
歴
史
が
あ

り
、
電
力
会
社
に
よ
る
執
拗
な
用
地

買
収
や
漁
業
権
の
買
収
の
経
緯
、
そ

れ
に
対
す
る
地
元
住
民
の
反
応
な
ど

大
変
よ
く
似
た
状
況
に
あ
る
。
ど
ち

ら
も
原
発
本
体
の
工
事
は
始
ま
っ
て

い
な
い
が
、
大
間
で
は
6
年
前
に

国
が
原
子
炉
設
置
を
許
可
し
て
い

て
、
関
連
施
設
の
工
事
は
着
々
と
進

ん
で
い
る
。
上
関
は
原
子
炉
設
置
許

可
が
下
り
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
工
事
用
の
道
路
や
配
電
線
の
整

備
、
仮
設
桟
橋
の
設
置
、
埋
め
立
て

用
ケ
ー
ソ
ン
の
製
作
な
ど
が
進
ん
で

い
る
。
上
関
は
、
山
田
洋
次
監
督
、

倍
賞
千
恵
子
、
伴
淳
三
郎
、
有
島
一

郎
ら
出
演
の
映
画
『
愛
の
賛
歌
』
の

ロ
ケ
地
で
も
あ
る
。
ど
ち
ら
も
豊
か

な
海
の
幸
に
恵
ま
れ
、
自
然
豊
か
な

と
こ
ろ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
原
発
に

よ
っ
て
自
然
も
人
情
も
そ
し
て
命
も

破
壊
さ
れ
る
危
機
に
瀕
し
て
い
る
。

建設が進む大間原発の原子炉周辺施設（原
発用地に隣接する漁港の駐車場から望む）

『医療安全を
身につけるために』

　京都府保険医協会
の経験を蓄積して作
成した完全オリジナ
ル、従業員研修にも
活用いただけます。

1セット（3枚組全305分）　定価10,000円
広島協会会員価格　7,000円　（税込・送料別）

DVD販売中

医療安全研修にご活用下さい!

（
53
）や
っ
と
示
談
ま
で
こ
ぎ
着
け
た

の
に
…

命の海を

原発よりも

45
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を
苦
し
く
す
る
」、「
手
術
が
必
要
な

子
ど
も
が
い
る
が
、
全
身
麻
酔
を
行

う
た
め
、
小
学
校
入
学
ま
で
待
つ
よ

う
言
わ
れ
て
い
る
。
広
島
市
で
は
就

学
後
の
医
療
費
補
助
が
な
い
た
め
、

負
担
が
大
き
い
」
な
ど
の
声
が
上
が

り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
碓
井
議

長
は
、「
同
感
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
」

と
答
え
ま
し
た
。

　
「
共
同
行
動
実
行
委
員
会
」
お
よ

び「
連
絡
会
」で
は
、今
後
も「
事
務
・

事
業
見
直
し
」
な
ど
に
よ
る
福
祉
削

減
の
撤
回
を
求
め
て
、
広
島
市
へ
の

要
請
を
続
け
て
い
く
考
え
で
す
。

　

今
回
は
、
解
雇
予
告
に
つ
い
て
で

す
。

　

解
雇
予
告
と
は
使
用
者
が
労
働
者

を
解
雇
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
、
少

な
く
と
も
30
日
以
上
前
に
予
告
す
る

か
、
30
日
分
以
上
の
平
均
賃
金
を
支

払
う
（
以
下
、「
解
雇
予
告
も
し
く

は
解
雇
予
告
手
当
の
支
払
い
」
と
い

う
）
こ
と
を
言
い
（
※
1
）、
労
働

基
準
法
第
20
条
に
お
い
て
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
例
外
が
大
き

く
分
け
て
2
つ
あ
り
ま
す
の
で
、
今

回
と
次
回
に
分
け
て
説
明
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
例
外
そ
の
1
…
　
そ
も
そ
も
解

雇
予
告
を
行
わ
ず
解
雇
す
る
こ
と

が
で
き
る
人
が
い
る

　

①　

日
々
雇
入
れ
ら
れ
る
者

　

②　

2
ヶ
月
以
内
の
期
間
を
定
め

て
使
用
さ
れ
る
者

　

③　

季
節
的
業
務
に
4
ヶ
月
以
内

の
期
間
を
定
め
て
使
用
さ
れ
る
者

　

④　

試
み
の
使
用
期
間
中
の
者

（
ポ
イ
ン
ト
）

　

前
記
①
に
つ
い
て
は
1
ヶ
月
、
②

③
に
つ
い
て
は
契
約
期
間
、
④
に
つ

い
て
は
14
日
―
を
超
え
て
引
き
続
き

使
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に

解
雇
予
告
も
し
く
は
解
雇
予
告
手
当

の
支
払
い
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
特

に
気
を
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
の
は

④
の
試
み
の
使
用
期
間
、
い
わ
ゆ
る

試
用
期
間
中
の
者
で
す
。

　

例
え
ば
3
ヶ
月
の
試
用
期
間
を
設

け
て
勤
務
し
て
も
ら
っ
た
職
員
を
、

そ
の
3
ヵ
月
が
終
了
し
た
時
点
で
本

採
用
拒
否
を
す
る
場
合
、
解
雇
予
告

も
し
く
は
解
雇
予
告
手
当
の
支
払
い

が
必
要
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

当
然
14
日
を
超
え
て
い
る
か
ら
な
の

で
す
が
、
意
外
と
勘
違
い
を
さ
れ
て

い
る
点
が
2
つ
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
1
つ
目
、
14
日
の
カ
ウ
ン
ト

方
法
で
す
。
日
数
の
カ
ウ
ン
ト
は
暦

日
で
す
。
決
し
て
会
社
が
定
め
た
勤

務
日
の
カ
ウ
ン
ト
で
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
あ
っ
と
い
う
間
に
14
日

は
過
ぎ
ま
す
の
で
14
日
以
内
で
人
と

な
り
（
勤
怠
不
良
等
の
職
員
等
）
を

見
極
め
、
解
雇
ま
で
至
る
判
断
を
す

る
の
は
難
し
い
の
が
現
実
で
す
。

　

2
つ
目
は
試
用
期
間
と
有
期
契
約

を
混
同
さ
れ
て
い
る
点
で
す
。
試
用

期
間
は
い
わ
ば
使
用
者
の
解
約
権
が

留
保
さ
れ
た
労
働
契
約
で
あ
る
と
す

る
解
約
権
留
保
付
労
働
契
約
で
あ

り
、
契
約
期
間
満
了
と
と
も
に
雇
用

契
約
が
終
了
す
る
有
期
契
約
と
は
異

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
本
人
採
用

拒
否
を
す
る
場
合
は
解
雇
に
な
り
ま

す
。

　

先
に
述
べ
た
よ
う
に
14
日
以
内
で

あ
れ
ば
解
雇
予
告
も
し
く
は
解
雇
予

告
手
当
の
支
払
い
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
が
、
現
実
は
14
日
を
超
え
る
こ
と

が
大
半
で
あ
り
、
解
雇
予
告
も
し
く

は
解
雇
予
告
手
当
の
支
払
い
は
避
け

ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
。

　

※
1　
「
30
日
以
上
前
の
予
告
」
か

「
30
日
以
上
の
平
均
賃
金
の
支
払
い
」

の
二
者
択
一
で
は
な
く
、
15
日
分
の
平

均
賃
金
を
支
払
っ
て
15
日
前
に
予
告
す

る
と
い
う
よ
う
に
、
平
均
賃
金
を
支

払
っ
た
日
数
分
だ
け
予
告
日
数
を
短
縮

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

（
特
定
社
会
保
険
労
務
士・白
鷺
克
憲
）

「
事
務
・
事
業
見
直
し
」撤
廃
求
め

議
長
に
請
願
書
提
出

　

広
島
市
の
複
数
の
市
民
団
体
が
参

加
す
る
「
広
島
市
に
く
ら
し
・
福
祉
・

教
育
の
充
実
を
求
め
る
共
同
行
動
実

行
委
員
会
」（
大
内
理
枝
氏
ら
7
共

同
代
表
）
は
、昨
年
12
月
10
日
（
火
）、

広
島
市
議
会
の
碓
井
法
明
議
長
に
、

「
福
祉
切
り
捨
て
の
『
事
務
・
事
業

見
直
し
』等
の
中
止
を
求
め
る
請
願
」

署
名
（
3
5
6
団
体
分
）
を
提
出
し

ま
し
た
。
当
日
は
、
協
会
も
参
加
す

る
「
子
ど
も
と
重
度
障
害
者
の
医
療

費
の
無
料
化
を
求
め
る
連
絡
会
」（
代

表　

藤
岡
耕
二
）な
ど
約
10
団
体
が
、

広
島
市
「
事
務
・
事
業
の
見
直
し
」

の
撤
廃
な
ど
を
訴
え
ま
し
た
。

　

請
願
署
名
で
は
、
広
島
市
が
「
事

務
・
事
業
見
直
し
」
に
よ
り
、
い
た

ず
ら
に
市
民
間
の
不
公
平
感
を
煽

り
、
福
祉
削
減
、
負
担
増
を
推
し
進

め
で
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
、
①
小

学
校
卒
業
前
ま
で
医
療
費
の
所
得
制

限
な
し
で
の
無
料
化
、
②
ひ
と
り
親

家
庭
等
医
療
費
補
助
の
拡
充
、
③
福

祉
医
療
受
給
者
の
入
院
時
療
養
援
護

金
の
廃
止
撤
回
、
④
国
保
窓
口
負
担

金
減
免
制
度
縮
小
の
撤
回
―
な
ど
、

13
項
目
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
母
子
家
庭
の

平
均
年
収
は
約
2
2
0
万
円
。『
事

務
・
事
業
見
直
し
』
に
よ
る
医
療
費

一
部
負
担
金
の
導
入
は
、
一
層
生
活

国
家
戦
略
特
区
法
案
　

廃
案
求
め 

参
院
に
緊
急
要
請

　

協
会
は
、昨
年
12
月
3
日（
火
）、国

民
生
活
に
密
接
に
関
わ
る
分
野
を
競

争
原
理
に
さ
ら
し
、医
療
分
野
で
は

そ
の
市
場
化
、営
利
化
拡
大
に
つ
な

が
る
と
し
て
、「
国
家
戦
略
特
区
」法

案
の
廃
案
を
求
め
る
要
請
書（
下
記
）

を
参
議
員
内
閣
委
員
会
の
各
委
員
に

提
出
し
ま
し
た
。

　

国
家
戦
略
特
区
で
は
、医
療
分
野
に

つ
い
て
は
、①
高
度
な
医
療
技
術
を
有

す
る
外
国
人
医
師
等
の
診
察
解
禁
、②

高
度
な
医
療
を
提
供
す
る
病
床
の
新

設
・
増
床
の
容
認
、③
保
険
外
併
用
療

養
の
速
や
か
な
評
価
・
拡
充
、④
医
学

部
の
新
設
―
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
。内
外
の
富
裕
層
に
向
け
、「
高
度
な

医
療
」を
自
由
価
格
で
提
供
で
き
る
よ

う
に
す
る
の
が
狙
い
で
、医
療
を
経
済

成
長
の
手
段
と
し
て
特
化
さ
せ
、そ
の

公
共
性
を
失
わ
せ
る
も
の
で
す
。

　

要
請
書
で
は
、こ
れ
ら
の
政
策
が
、

Ⓐ
医
師
、看
護
師
不
足
を
助
長
さ
せ

る
、Ⓑ
薬
害
や
医
療
事
故
の
危
険
性

を
高
め
る
―
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
、

同
法
案
の
廃
案
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

な
お
、同
法
案
は
、12
月
7
日（
土
）

未
明
に
参
議
院
本
会
議
で
可
決
、成

立
し
ま
し
た
。

要請する各団体の代表者（左側）

碓井議長（右）に
署名を手渡す大
内共同代表

　

一
般
社
会
で
は
、理
由
の
提
示

も
な
く
労
働
者
の
賃
金
を
カ
ッ
ト

し
た
ら
大
問
題
と
な
り
ま
す
。と

こ
ろ
が
、医
療
界
で
は
こ
の
よ
う

な
こ
と
が
横
行
し
て
い
ま
す
。査

定
に
対
す
る
疑
義
を
出
し
て
も
、

理
由
も
知
ら
さ
れ
ず「
原
審
ど
お

り
」と
。貴
紙
で
も
以
前
取
り
上
げ

て
い
ま
し
た
が
、正
当
な
賃
金
要

求
を
し
て
も
、理
由
も
述
べ
ら
れ

ず
、支
払
い
拒
否
さ
れ
、問
答
無
用
の

姿
勢
で
す
。対
等
な
関
係
な
の
に
、い

つ
も「
上
か
ら
目
線
」。今
の
医
療
行

政
は
こ
れ
で
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？

ど
う
も
、「
査
定
の
疑
義
申
し
立
て
は

無
視
せ
よ
」と
の
通
達
が
出
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
こ
ち
ら

が
間
違
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、な

る
ほ
ど
と
納
得
す
る
し
、次
回
か
ら

気
を
つ
け
ま
す
。「
原
審
通
り
」じ
ゃ

な
く
て
、ま
ず
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
持
つ
べ
き
と
思
い
ま
す
。

な
ぜ
？
お
し
え
て
③

　
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
Ｎ
（
広
島
市
中
区
）

　

広
島
市
の
保
険
医
協
会
事
務
所
の

西
側
を
流
れ
る
太
田
川
支
流
は
京
橋

川
。広
島
城
の
東
に
京
都
へ
向
か
う

京
口
門
が
あ
り
、そ
の
東
の
こ
の

川
に
は
京
橋
が
か
か
っ
て
西
国
道

へ
通
じ
て
い
た
。

　

川
の
名
が
橋
名
に
な
る
こ
と
が

一
般
的
だ
が
、知
る
か
ぎ
り
橋
の

名
が
川
の
名
に
な
っ
て
い
る
と
こ

ろ
は
め
ず
ら
し
い
。

　

京
橋
が
か
か
っ
て
い
な
か
っ
た

江
戸
時
代
以
前
の
京
橋
川
の
も
と

の
名
は
、何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
？

　
「
な
ぜ
？
お
し
え
て
」
へ
の

解
答
や
ご
意
見
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
0
8
2
・

2
6
2
・
5
4
2
7
）
ま
た
は

メ
ー
ル
（
ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
＠
ｈ
ｉ
ｒ

ｏ
ｓ
ｈ
ｉ
ｍ
ａ
‐
ｈ
ｏ
ｋ
ｅ
ｎ

ｉ
．
ｊ
ｐ
）
ま
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

横
行
す
る「
原
審
ど
お
り
」

ペ
ン
ネ
ー
ム・一開
業
医

（
広
島
市
佐
伯
区
）

解
雇
予
告
と
そ
の
例
外
に
つ
い
て
①

雇用問題等Ｑ＆Ａ
面接・雇用から
採用・退職まで81
面接・雇用から
採用・退職まで81

　

雇
用
問
題
等
に
関
す
る
ご
質

問
・
ご
意
見
、読
ま
れ
て
の
ご
感

想
等
を
お
寄
せ
下
さ
い
。ま
た
、

白
鷺
先
生
へ
の
労
務
相
談
も
受

け
付
け
て
い
ま
す（
8
面
上
段
に

掲
載
）。詳
し
く
は
協
会
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

広
島
市

2013 年 12 月 3 日
参議院内閣委員会　委員各位

広島県保険医協会
理事長　長谷　憲

医療の市場化、営利化拡大を狙う「国家戦略特区」法案の廃案を求める

　安倍政権は「国家戦略特区」関連法案を臨時国会で成立させるとしている。
　今回の「国家戦略特区」は、「次元の異なる規制改革を国主導でパッケージ化」
することが示されている。
　特区の地域を指定し、規制緩和の内容を決める「戦略特区諮問会議」は安倍首相
が議長を務める。企業側の利益代表である民間有識者が半分を占める一方で、規制
を所管する厚生労働省などの関係大臣は、臨時に出席して、必要に応じて意見を述
べるだけになる。特区ごとに設置する「特区会議」は、特区担当大臣と関係自治体
の首長、民間事業者で構成し、特区計画を作成するなど、地域も規制緩和の内容も
政府が指定する「トップダウン」型である。

　医療分野では、「医療法の特例」として、「国際医療拠点」を作り、「世界最高水
準の高度の医療を提供する事業」に必要な病院の開設・増床を認めるとしている。
　特区で病床の新設・増設が容認されれば、特区以外の医師や看護師の人材が吸い
上げられ、現在でも不足している医師や看護師の人材不足を助長しかねない。

　また、「保険外併用療養の拡充」として、「先進医療」の審査期間を短縮すること
が示され、厚労省担当者が製薬企業に出向くなど事前相談のシステムをつくるとし
ている。薬事法の承認がないものも「先進医療」の対象となっている中、効率性を
優先した臨床研究や審査期間短縮によって、安全性、有効性の証明が形骸化し、想
定外の薬害や医療事故が起きる危険性がある。

　さらに、「医学部の新設について検討する」としている。国民が必要としている
のは地域の医師不足や偏在の解決である。すでに医学部入学定員はこの間 1416 人
増加している。10 の医学部が新設された勘定である。そもそも経済成長を目的に
医学部を新設すべきではない。

　私たちは、国民生活に密接に関わる分野を競争原理にさらし、医療分野ではその
市場化、営利化拡大を狙う「国家戦略特区」法案の廃案を強く求める。

緊急
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2
0
1
4
年
1
月
14
日（
火
）に
第

19
期
第
8
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ

た
。

【
主
な
協
会
の
諸
会
議
お
よ
び
行
事

等
の
報
告
】

（
2
0
1
3
年
12
月
11
日
～
2
0
1
4

年
1
月
14
日
）

・
12
月
16
日（
月
）第
2
3
9
回
医
科
社

保
学
術
部
会
。保
険
請
求
等
Ｑ
＆
Ａ
、

納
得
で
き
な
い
査
定（
減
点
）・
返
戻
事

例
検
討
、審
査
改
善
対
策
、2
0
1
4

年
度
診
療
報
酬
改
定
に
つ
い
て
、今
年

度
の
協
会
行
事
等
の
検
討
。

・
12
月
20
日（
金
）第
3
2
5
回
歯
科

幹
事
会
。今
年
度
の
歯
科
行
事
、審

査
・
指
導
等
改
善
対
策
、歯
科
を
め
ぐ

る
政
策
課
題
に
つ
い
て
検
討
。

・
12
月
24
日（
火
）総
務
財
政
部
会
。医

療
運
動
対
策
、各
部
の
活
動
と
対
策
、

行
事
・
会
議
予
定
等
の
確
認
・
検
討
。

・
1
月
7
日（
火
）第
1
4
7
回
歯
科
社

保
対
策
部
会
。点
数
等
Ｑ
＆
Ａ
、審
査

改
善
・
指
導
改
善
対
策
等
、2
0
1
4

年
度
診
療
報
酬
改
定
対
策
の
検
討
。

【
協
議
事
項
】

①
当
面
の
医
療
運
動
対
策

　

診
療
報
酬
改
定
へ
の
対
策
を
検

討
。医
科
・
歯
科
新
点
数
検
討
会
の
開

催
お
よ
び
改
定
内
容（
中
医
協
報
道

な
ど
）を
確
認
。医
療
・
社
会
保
障
制

度
改
悪
へ
の
対
応
と
し
て
、介
護
保

険
制
度
の
改
悪
メ
ニ
ュ
ー
、国
保
財

政
運
営
の
都
道
府
県
一
元
化
、プ
ロ

グ
ラ
ム
法
に
基
づ
く
社
会
保
障
制
度

改
革
推
進
会
議
等
で
の
審
議
状
況
な

ど
を
検
討
。ま
た
、改
悪
阻
止
に
向
け

た
運
動
の
推
進
を
確
認
。Ｔ
Ｐ
Ｐ
参

加
阻
止
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
、中
国
新
聞
意
見
広
告
掲
載
の
チ

ラ
シ
版
の
活
用
を
報
告
。

②
総
務
・
財
政

　

第
38
回
協
会
定
期
総
会
の
記
念
講

演
テ
ー
マ
案
を
検
討
し
、特
定
秘
密
保

護
法
を
取
り
上
げ
る
こ
と
を
確
認
。

③
経
営
税
務

　

2
0
1
4
年
度
患
者
応
対
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
に
つ
い
て
検
討
。

④
協
会
行
事

　

医
科
・
歯
科
新
点
数
検
討
会
開
催

の
日
時
・
会
場
を
確
認
。

　

4
月
か
ら
の
診
療
報
酬
も
結
局
、

0
・
1
％
ア
ッ
プ
と
い
う
も
の
の
、

実
質
マ
イ
ナ
ス
改
定
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
。今
か
ら
、「
プ
ロ
グ
ラ
ム
法
」

と
い
う
、
名
前
を
聞
い
た
だ
け
で
は

何
の
こ
と
か
分
か
ら
な
い
法
律
に
基

づ
き
、
社
会
保
障
の
改
悪
が
実
施
さ

れ
る
。
福
祉
保
護
分
野
へ
の
国
か
ら

の
経
費
抑
制
と
国
民
の
自
己
責
任
の

拡
張
で
あ
る
。
例
え
ば
、
70
～
74
歳

医
療
費
2
割
自
己
負
担
、
介
護
保
険

要
支
援
給
付
は
ず
し
―
な
ど
だ
。
主

張
で
は
医
療
法
人
制
度
の
問
題
を
取

り
上
げ
た
が
、
こ
れ
は
今
後
、
議
論

の
的
に
な
る
だ
ろ
う
。�

（
Ｏ
）

編
集
後
記

　

上
記
の
「
よ
ろ
ず
法
律 

税
務 

労

務
」
相
談
は
随
時
受
付
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
ご
相
談
の
希
望
日
時
に
つ

き
ま
し
て
は
各
助
言
者
の
都
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
必
ず
協
会
事

務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

日
時
の
調
整
に
つ
い
て
は
協
会
で

行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

「
よ
ろ
ず
法
律 

　
　
　

税
務 

労
務
」

　

ご
利
用
に
つ
い
て
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（2014年1月改定版）
医療安全管理対策の基礎知識

●2010年に発行した「医療安全対
策の基礎知識」の改定版。

●会員の先生方には、２月上旬に
１冊お送りしています（追加注文は
有料）。

●改訂版では、診療所（医科・歯科）、
病院における「ヒヤリ・ハット調査」結
果の概要、「消防計画案」や「防災マ
ニュアル案」を追加。

●医療安全管理学習にご活用くだ
さい。

社保 再審査等請求書
A4版30枚つづり

●ご希望の方は協会まで。
　国保の用紙もあります。

☎082-262-5424

中間　信一　先生
中間公認会計士事務所

2013 年分確定申告対策・2014年税制改正解説

講師

医 業 税 務 研 究 会

無料（会員・未入会）

福山市三之丸町8-16　TEL084-922-2121
福山ニューキャッスルホテル 2F「松の間」
2014年 2月19日（水）19：30～21：00

広島市中区橋本町5-11　TEL082-222-2277
RCC文化センター 6F「613」
2014年 2月13日（木）19：15～20：45広島

会場

福山
会場

参加費

会員の先生方は２月初旬送付予定の書籍「保険
医の経営と税務 2014 年版」をご持参下さい。
（当日販売もいたします）


